第５回産業技術部会における主な意見と対応策
【年度評価の考え方】
	主な意見
	法人・事務局の考え方、対応

	○法人の自己評価項目に漏れがあった場合はどうするのか？

	●年度評価を行う際のヒアリング時の指摘等で対応する。

	○研究テーマの選定方法等は、どのタイミングで意見できるのか？

	●年度評価を行う際、業務実績の評価として意見する。

	○「年度評価の考え方」における全体評価の具体的方法において、「法人化を契機とした改革の取組を評価」とあるが、「法人化の目的に沿った改革の取組を評価」に修正してはどうか？

	●修正案を提示し、評価委員会において決定する。

	○中期計画の大項目に「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置」があるので、「年度評価の考え方」における全体評価の具体的方法において、「効率化」についても評価する文言が必要ではないか？

	●第1回部会の委員間の意見交換において、全体評価を行う際、効率化の視点に立った評価も行うが、産技研は病院などの公営企業型地独法人ではないことから原案どおりとする。

	○研究テーマの設定にあたっては、一定のガイドラインが必要ではないか？
	●法人において、「研究テーマ決定プロセスと成果のモニタリング」をマニュアル化して対応する。


【業務実績報告書様式】
	主な意見
	法人・事務局の考え方、対応

	○法人の自己評価欄に記載する実施状況の見出し番号・記号は、中期計画・年度計画の項目番号・記号と同一に合わせるべき。

	●同一に合わせた修正様式を提示し、評価委員会において決定する。

	○数値化して報告される業務実績については、前年度比や経年化数値も示すべき。

	●H25年に示すH24年業務実績報告書において、記載可能な業務については記載する。

	○複数の事業を一つの小項目として括る際、事業内容が異なる事業を含まないように注意が必要。

	●H25年に示すH24年業務実績報告書においては、指摘内容に留意して対応する。

	○参加資料「評価指標の数値」には目標数値がないため、法人自らの成果の是非が見えづらい。
	●「評価指標の数値」は、中期目標・中期計画の目標数値ではなく、業務実績報告を行う際の参考数値と認識。ただし、自己評価の判断理由として活用する場合は、対前年度比や類似機関とのベンチマーク値を示す。
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